
子ども・子育て家庭 意識・生活実態調査結果概要について 

 
 
 
１ 調査の目的 
平成２０年４月に施行された「なごや子ども条例」に基づく子どもに関する総合計画（次世代育成支援対策推進法に基づく「名古屋市次世代育成行動計
画」後期計画を兼ねる）を策定するにあたり、子どもや子育て家庭の意識や生活実態を把握し、計画の基礎資料とすることを目的とする。 

 
２ 調査概要 
（１）調査対象   住民基本台帳から無作為に抽出した、下表の年齢に該当する子どものいる世帯 

対 象 年 齢 抽出数 調査対象者 
平成２０年度に小学校５年生～高校３年生に該当する年齢の子ども  
（平成２年４月２日～平成１０年４月１日に出生した子ども） 

４，５００ 
保護者 
子ども 

平成２０年度に小学校４年生以下の子ども   
（平成１０年４月２日～平成２０年５月３１日に出生した子ども） 

５，５００ 保護者 

   
（２） 質問項目  保護者５０問（共通質問２１問、子どもの年齢に応じた質問２９問）、子ども３６問 
（３） 調査方法  郵送で配布し、郵送で回収した。 
（４） 調査期間  平成２０年１０月１０日～１０月３１日 
（５） 回収結果 

     
 
 
 
 
 
 
 
  ・保護者の調査結果 ②、③、④ 
  ・子どもの調査結果 ⑤、⑥ 
 ※調査結果の詳細については、冊子の該当ページを参照してください。 

区分 発送数 回収数 回収率 

保護者 10,000 3,649 36.5％ 

子ども 4,500 1,411 31.4％ 

合 計 14,500 5,060 34.9％ 

Ⅱ 調査結果の概要 

Ⅰ 調査概要 

①



子育て世帯の意識・実態の変化        

 
● 理想の子どもの数と現実の子どもの数  （8 ページ）        ● 子どもの数が理想より少ない理由（３つまでの複数回答）（8,9 ページ） 
 
 
                                                               

 
 
 
 
 
 

～「子育てに関する意識・ニーズ調査（平成 15年度）」結果～ 
(※)対象者は０歳から１１歳の子どもの保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 ● 子育てを通じて「良かった」と感じたこと（３つまでの複数回答） （10 ページ） 
    
 
 
 
 
 
 
 

仕事と生活のバランス                                        

  

本調査 
（回答数＝1,756  合 計＝3,563） 

子育てに関する意識・ニーズ 
調査（15年度） 

経済的に余裕がない   47.2% 
身体的・精神的負担大  24.5 
年齢上の理由      17.5 
仕事との両立      16.9 
住宅が狭い       16.7 
今後予定あり      15.5 
保育サービス等不備   10.3 
健康上の理由      10.1 
子どもをとりまく環境   8.9 
自分の生活楽しむ     7.1 

経済的に余裕がない  53.7% 
身体的・精神的負担大 29.4 
仕事との両立     20.3 
年齢上の理由     19.2 
住宅が狭い      19.1 
今後予定あり     15.4 
保育サービス不備   13.8 
子どもをとりまく環境 12.1 
健康上の理由     10.0 
自分の生活楽しむ    6.5 

20.0 53.4

41.8 46.5

3.2

5.8

2.2

22.5

2.1

0.7

0.2

1.5

現実

理想

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答 （％）

20.1 53.5

42.0 47.2

3.5

6.1

2.2

20.7

0.9

2.0

0.7

1.3現実

理想

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答 （％）

今回の調査、平成 15 年度の調査共に、理想としてほしい子どもの
数の平均は 2.63 人、実際の子ども数の平均は 2.11 人 

回答数＝3,649 

回答数＝4,358 

理由としては「経済的に余裕がない」が最も多い。平成 15年度に
比べ、今回の調査では大部分の項目において割合が減少 

「子どもといることで幸福感を感じる」（73.6％）、「自分も成長できた」（51％）の割合が平成 15 年度に比べ大きく増加 

本調査  (回答数＝3,649 合計＝10,320) 子育てに関する意識・ニーズ調査（15年度） 
子どもといることで幸福感を感じる    73.6％ 
子どもとともに自分も成長できた     51.0 
子の成長に充実感を感じる        47.0 
自分の親へ感謝できるようになった    36.9 
家族の絆が強まった           25.7 
友達が増えた              25.4 
視野が広がった             21.1 

子どもといることで幸福感を感じる    68.9％ 
子の成長に充実感を感じる        47.6 
子どもとともに自分も成長できた     46.8 
自分の親へ感謝できるようになった    41.7 
友達が増えた              25.0 
家族の絆が強まった           24.8 
視野が広がった             22.6 

 ②

保護者の調査結果から 



子育てへの不安・支援への期待 

 
● 子育てをしている間の悩みや不安（３つまでの複数回答）（11 ページ）  ● 名古屋市の子育て支援への期待と満足度 （44ページ） 
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17.8
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8.7

7.5

12.9

38.5

5.5

12.2

7.2

5.4

1.6

11.9

28.0

2.7

4.0

23.1

7.6

6.0

14.1

41.9

4.7

6.0

6.9

2.6

0.9

8.7

13.5

2.1

4.2

35.4

6.3

34.8

3.2

4.5

6.9

1.9

0.4

10.4

12.5

4.5

2.8

30.1

29.7

4.6

28.0

4.2

5.4

7.6

1.5

0.7

8.5

10.7

4.4

3.2

6.6

6.2

25.0

14.7

53.7

6.1

25.2

24.7

22.9

12.6

54.8

6.9

4.5

23.5

24.4

14.9

49.0

5.8

5.1

35.5

12.7

48.9

0 10 20 30 40 50 60

子どものしつけ・生活習慣のこと

子どもの発育・発達のこと

子どもの病気・健康のこと

子どもの成績や勉強のこと

子どもの友人関係のこと

子どもを通じての近所づきあいのこと

住居が子育てに十分な広さがないこと

近所に子どもを安心して遊ばせる場所がないこと

治安が悪くなり、子どもが犯罪の被害にあうかもしれないこと

自分自身の体力や健康などに自信がないこと

自分が病気や出産で子どもの世話ができないときのこと

家庭内で子育て・家事の協力が得られないこと

子育てをしている親同士の仲間が身近にいない
（または仲間に入る事ができない）こと

子育てに関する情報が不足していること

子育てに関して自信が持てないなどの不安を感じたこと

子育て中に自分のやりたいことができなくて
あせるなどのストレスを感じたこと

悩んだり困ったりしたことは特にない

その他

全  体

未就学児の親

小学生の親

中学生の親

高校生の親

（％）

男女でともに子育てに参

加することについての意

識啓発

児童手当制度の充実や

税制度での優遇など、

経済的な支援の充実

遊び・スポーツ・文化活

動など、豊かな人間性を

つくる学校外活動の

充実
受験戦争やいじめの

解消等のゆとりのある

教育の実現

住宅や遊び場・公園の

整備など、子育てしやす

いまちづくり

子育てについて相談で

きる機関やサービスの

充実

安心して出産や子育て

ができる医療サービス

の充実

多様な保育サービスの

充実や、放課後児童に

対する施策の充実

労働時間の短縮、育児

休業や介護休暇制度な

ど、家庭生活と両立する

職場環境の整備

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

満足している

期
待

す
る

（％）

（％）

すべての年代を通じて、「子どものしつけ・生活習慣」のことが
親の一番の悩みである 

名古屋市の子育て支援に対する期待度が 80％を超えるものは「経
済的な支援の充実」(85.8%)、「医療サービスの充実」（85.7%）、
「住宅や遊び場、公園の整備」（85.6%）。この 3項目のうちでは
「経済的な支援の充実」（9.7%）の満足度が低い 

回答数 全体＝3,649 
合計 全体＝9,268 

③



    仕事と生活のバランス 

 
● 仕事と生活のバランス （32,33 ページ） 
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11.7

45.7

7.5

4.2

1.6

23.1

13.5

2.3

12.2

29.3

7.5

4.3

0.9

35.9

13.2

5.2

6.9

16.0

9.3

3.7

1.7

35.3

17.5

5.8

4.1

13.4

9.2

3.7

1.2

0 10 20 30 40 50

仕事と家庭生活（育児含む）のバランスがとれている

仕事が中心となっており、

もう少し家庭生活の比重が高まるとよい

仕事が中心となっているが、今のままでよい

育児が中心となっており

もう少し仕事の比重が高まるとよい

育児が中心となっているが、今のままでよい

どちらともいえない

よくわからない

その他

全  体

未就学児の親

小学生の親

中学生の親

高校生の親

（％）

父親の 36.3%は「仕事が中心で、家庭生活の比重を高めたい」、母親の 30.6%は「育児が中心だが、今のままでよい」と感じている 

【父親】 【母親】 

5.1

5.9

7.5

6.3 11.3

8.2

13.1

52.6

52.3

52.3

56.7

51.3

5.9

6.8

7.5

3.5

16.8

20.7

14.5

13.4

10.6

11.0

11.0

13.2

5.2

7.6

5.6

8.0

5.0

4.3

1.1

0.2

1.8

1.5

2.5

全  体

未就学児の親

小学生の親

中学生の親

高校生の親

保育サービスが確実に利用できる見込みがあれば、続けていた

職場において育児休業制度などの仕事と家庭の両立支援制度が整い、働き続けやすい環境が整っていれば、続けていた

保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも整っていれば、続けていた

家族の考え方（親族の理解が得られる）など仕事をする環境が整っていれば、続けていた

いずれにしても続ける希望はなかった

その他

無回答 （％）

23.2

36.3

20.0

0.5

0.5

3.2

1.6

0.5

24.4

44.1

16.8

0.6

0.5

2.7

1.4

0.4

21.5

37.9

20.2

0.6

0.6

3.0

1.5

0.3

25.9

30.5

20.3

0.2

0.2

3.5

1.1

0.4

21.9

21.7

26.0

0.2

0.3

4.2

3.1

1.2

0 10 20 30 40 50

仕事と家庭生活（育児含む）のバランスがとれている

仕事が中心となっており

もう少し家庭生活の比重が高まるとよい

仕事が中心となっているが、今のままでよい

育児が中心となっており

もう少し仕事の比重が高まるとよい

育児が中心となっているが、今のままでよい

どちらともいえない

よくわからない

その他

全  体

未就学児の親

小学生の親

中学生の親

高校生の親

（％）

5.1 52.6

52.3

5.9

6.83.5

16.8

20.7

11.0

11.0

7.6

5.6

1.1

0.2

全  体

未就学児の親

保育サービスが確実に利用できる見込みがあれば、続けていた

職場において育児休業制度などの仕事と家庭の両立支援制度が整い、働き続けやすい環境が整っていれば、続けていた

保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも整っていれば、続けていた

家族の考え方（親族の理解が得られる）など仕事をする環境が整っていれば、続けていた

いずれにしても続ける希望はなかった

その他

無回答 （％）

 
● 出産前後で離職、転職した母親の就業継続希望状況 （31ページ） 

出産前後に離職・退職した母親のうち、育児休業制度や保育サービスなどの両立支援のための環境が整っていれば仕事を続けたかった人は 32.9％

 

回答数 全体＝3,649、 

未就学児の親＝1,277、小学生の親＝1,238 

中学生の親＝463、高校生の親＝589 

1,343 

575 

440 

134 

160 
④



 

子ども自身のこと 

 
● 自分でできること （110 ページ）                 ● 早く大人になりたいと思うか （129 ページ） 
 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  
 
 
● 自分のことが好きかどうか （128 ページ） 

   

 
 
 
 
 
 

51.2

38.8

43.3

74.2

34.1

31.0

42.2

32.4

43.5

32.4

19.3

42.9

36.1

33.0

15.5

16.7

23.0

5.0

21.7

31.6

23.0 1.9

1.3

1.3

1.6

1.3

0.9

0.9

朝、一人で起きる

自分の身の回りや部屋のかたづけをする

夜、きまった時間に寝る

学校への提出物を、期限までに出す

テレビの番組は見たいものを決め、だらだらと見ない

言われなくても、自分で計画を立てて勉強する

きちんと計画を立てて、おこづかいを使う

だいたいできる たまにできる ほとんどできない 無回答

（％）

  27.5 60.2 10.1 2.2

好き どちらともいえない 嫌い 無回答
（％）

「学校への提出物を、期限までに出す」ことが「だいたいできる」
子どもは 74.2% 

早く大人になりたいと「思わない」（41.7％）子どもが、「思う」
（30.8%）子よりも多い 

「どちらともいえない」（60.2％）の割合が一番多い 

主な理由は「子どもでいる方が楽だから」（51.3％）、「大人になる
のがなんとなく不安だから」（39.2％）などである 

回答数＝1,411 

回答数＝1,411 

回答数＝589 合計＝1,197 

回答数＝1,411 

41.7 30.8 3.324.1

思わない 思う わからない 無回答
（％）

51.3

39.2

29.9
23.1

16.1

14.1
6.8

20.5

2.2

0 10 20 30 40 50 60

子どもでいる方が楽だから

大人になるのが何となく不安だから

大人になると働かなくてはいけないから

まわりの大人を見ていると、ずるい人や自分勝手な人が多いから

大人になって、家族の世話をきちんとやっていける自信がないから

大人になってもとくにやりたいこともないし、夢もないから

わからない

その他

無回答

（％）

早く大人になりたくないと思う理由（複数回答） 

⑤

子どもの調査結果から 



子どもと周囲との関係 

 
● 両親との関係 （119 ページ） 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 
● 学校での生活 （121 ページ）                     ● 近所の人たちとの関係 （123 ページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39.7

32.8

56.9

45.5

37.1

33.0

9.5

20.2

7.0

9.9

5.0

2.5

0.1

0.7

0.2お母さんは、わたしの好きなことをよくわかっている

お母さんは、わたしの仲のいい友達の名前をほとんど知っている

お母さんを信頼している

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

（％）
22.2

7.1

47.2

41.7

18.9

34.9

23.7

33.0

11.4

40.9

12.2

5.9

0.1

0.6

0.2お父さんは、わたしの好きなことをよくわかっている

お父さんは、わたしの仲のいい友達の名前をほとんど知っている

お父さんを信頼している

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

（％）

45.5

62.6

85.0

43.3

60.8

41.8

24.1

11.9

44.6

31.7

11.7

8.9

2.1

10.9

6.3 1.1

1.2

1.0

0.9

4.4

学校の授業

クラブ活動

友達との関係

先生との関係

学校生活全体

楽しい どちらともいえない 楽しくない 無回答

（％）

12.7

50.5

11.2

44.9

39.5

39.7

40.8

8.5

47.7 1.4

1.6

1.5

これまで、近所の大人からほめられたり

　　　　しかられたりしたことはありますか

ふだん、近所の大人とあいさつをしますか

ふだん、近所の大人と話をすることがありますか

よくあった ときどきあった ほとんどなかった 無回答

（％）

父親については、母親と比較すると、子どもの好きなことや友達の名前を「あまり知らない」「知らない」の割合が高い 

クラブ活動（62.6%）、友人との関係（85%）、学校生活全体（60.8%）
について半数以上が楽しいと感じている

「ほめられたりしかられたりする」、「話をする」子どもは 10%程度

【父親】 【母親】

回答数＝1,267 回答数＝1,379 

回答数＝1,371 

回答数＝1,411 

⑥


